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マ
ス
ク
が
生
活
必
需
品
と
な
り
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
延
期
と

な
っ
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が

激
変
し
た
二
〇
二
〇
年
で
あ
り
ま
し
た
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
し
て
い
る
中
で
、平
時
か
ら
リ
ス
ク
の
最
小
化
を
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
し
、そ
れ
ぞ
れ
で
綿
密
な
準
備
を
し
て
お
け
ば
、安
全
な
生
活
が
送

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、相
手
を
思
い
や
る
行
動
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。人

間
に
は
見
る
、聞
く
、嗅
ぐ
、味
わ
う
、触
れ
る
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い

5
つ
の
機
能
が
あ
り
ま
す
が
、日
本
人
は
嗅
覚
が
大
変
優
れ
て
い
る
民

族
で
あ
り
ま
す
。昔
か
ら
日
本
人
は
世
界
の
中
で
も
肉
を
あ
ま
り
食
べ

て
い
な
か
っ
た
為
に
体
臭
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、匂
い
の
世
界
に
敏
感

な
人
種
で
あ
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
五
感
を
い
つ
も
使
い
、刺
激
す
る
こ
と
で
五
感
は
育
ち
鍛
え

ら
れ
、も
う
一
つ
感
覚
が
増
え
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。そ
れ
が
第
六
感

と
い
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。一
般
的
に
は
想
像
す
る
、予
想
す
る
と
い
う

感
覚
に
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、本
当
は
創
造
と
い
う
方
に
当
て
は
ま
る

と
思
う
の
で
あ
り
ま
す
。新
し
い
創
造
力
が
出
て
く
る
こ
と
、新
し
い

物
を
作
り
だ
そ
う
と
す
る
こ
と
が
第
六
感
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思

う
の
で
す
。人
間
が
生
き
る
中
で
五
感
を
フ
ル
に
使
っ
て
い
く
こ
と
で
、

ど
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
行
動
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。相
手
を

思
う
考
え
が
多
く
入
っ
た
理
想
的
な
行
動
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
考
え
る
と
い
う
の
は
思
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。ふ
っ
と
し
た
こ
と
で

も
、や
り
っ
ぱ
な
し
の
純
粋
な
思
い
が
本
当
の
思
い
や
り
な
の
で
す
。思

い
は
、や
り
っ
ぱ
な
し
の
も
の
で
あ
る
か
ら
尊
い
の
で
あ
り
ま
す
。そ
し

て
、物
に
対
し
て
も
そ
う
い
う
思
い
の
考
え
を
持
っ
て
み
る
こ
と
も
大

切
な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
常
日
頃
行
っ
て
い
る
行
動
の
な
か
に
も
、ま
だ
ま
だ
自
分

の
見
方
、考
え
方
が
違
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
が
た
く
さ
ん
見
つ
か
る

と
思
う
の
で
す
。そ
し
て
、一
つ
で
も
多
く
見
つ
け
て
い
く
こ
と
が
課
題

だ
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、理
想
的
な
用（
ゆ
う
）と
い
う
よ
う
な

行
動
が
出
来
る
こ
と
を
目
指
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
用（
ゆ
う
）と
は
、人
間
の
理
想
的
な
行
動
や
生
き
ざ
ま
の
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

11月4日
ミニ吉備路祭り

吉

備
路

学園 自治会活
動

吉

備
路

学園 自治会活
動

乗
り
切
る

1月7日
初 詣

12月3日
ひまわりグループ

9月15日
ミニ運動会

相
手
を
思
い
や
る
行
動

理
事
長
　
小
原
章
弘

1月28日
米寿・古希の祝い

7月7日
七 夕

12月23日
クリスマス会

　
皆
様
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
さ
て
、令
和
二
年
は
世
界
中
が
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
振
り
回
さ
れ
た
年
で
し
た
。

最
初
は
遠
い
国
で
の
話
だ
っ
た
も
の
が
あ
っ
と
い

う
間
に
私
た
ち
の
生
活
に
影
響
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。感
染
症
蔓
延
の
記
録
で
古
い
も
で
は

紀
元
前
四
〇
〇
年
頃
の
も
の
が
あ
る
そ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
約
二
、四
〇
〇
年
が
過
ぎ
、医
学
が
発

達
し
た
現
代
に
お
い
て
も
感
染
症
の
蔓
延
を
防

ぐ
こ
と
は
出
来
な
い
の
だ
な
と
痛
感
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、正
し
い
情
報
を
正
し
く
理
解
し
正
し

い
衛
生
管
理
を
し
て
、こ
の
コ
ロ
ナ
過
を
耐
え
て

い
く
事
ぐ
ら
い
し
か
出
来
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

　
当
学
園
で
も
、例
年
に
増
し
て
衛
生
管
理
を
徹

底
し
て
い
ま
す
。手
洗
い
、ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
、マ

ス
ク
着
用
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、一
日
二
回
の
検

温
や
職
員
の
行
動
記
録
、行
動
抑
制
な
ど
も
行
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、苦
渋
の
決
断
で
す
が
保
護
者

様
と
利
用
者
の
方
の
面
会
、帰
省
も
制
限
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
状
況
を
早
く
乗
り
切
れ
る
事
を
願

い
つ
つ
、職
員
一
同
頑
張
り
ま
す
の
で
、本
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

●
編
集
後
記
●

寄
付
・
寄
贈
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力

令
和
元
年
十
二
月
一
日
〜

　
　
令
和
二
年
十
一
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　〈
敬
称
略
・
順
不
同
〉

《
寄
付
》

《
寄
贈
》

《
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

総
社
市
総
社
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

総
社
市
阿
曽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

花
房
亘
　
山
陽
新
聞
福
祉
事
業
団

洲
脇
正
　
吉
備
路
学
園
家
族
会
　

草
地
貞
男

ヘ
ア
ー
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ラ

10月20日
ハロウィン
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事業活動内訳表 単位：円（自）平成 31年4月1日　（至）令和 2年3月31日

事業活動内訳表 単位：円（自）平成 31年4月1日　（至）令和 2年3月31日

資金収支内訳表 単位：円（自）平成 31年4月1日　（至）令和 2年3月31日

資金収支内訳表社会福祉法人　吉備路の会 単位：円（自）平成 31年4月1日　（至）令和 2年3月31日

多
機
能
型
み
ぞ
く
ち

　
　
　
　
管
理
者
　
延
原
　
良
純

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
い
、
こ
れ

ま
で
の
日
常
が
非
日
常
と
な
り
、
今
は
こ
れ
が
日
常

に
な
っ
た
。
生
活
の
あ
り
方
や
労
働
の
形
態
も
大
き
く

変
り
、
人
は
強
制
的
な
変
化
で
も
対
応
で
き
る
も
の

だ
と
実
感
し
て
い
る
。

　
み
ぞ
く
ち
の
皆
さ
ん
も
、
マ
ス
ク
の
着
用
は
日
常
と

な
っ
た
。
中
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
が
出
来
な
い
方
や
、

顎
に
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
、
最

大
の
努
力
で
あ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
。
三
密
を
避
け

る
た
め
昼
食
も
楽
し
く
ワ
イ
ワ
イ
と
は
い
か
な
い
。
だ

が
し
か
し
、
食
事
は
味
が
一
番
！
美
味
し
く
頂
い
て
い

る
。
市
内
の
感
染
が
落
ち
着
く
ま
で
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
も
控
え
て
い
る
。
利
用
者
・
職
員
の
皆
さ
ん
の
中

に
は
、
ち
ょ
っ
と
体
重
が
気
に
な
る
人
が
増
え
る
か

も
？
こ
う
し
て
、
一
日
の
活
動
に
お
い
て
も
い
ろ
い
ろ

な
制
約
を
設
け
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
考
え
始
め
る
と
楽
し
い
こ
と
な
ど
一

つ
も
な
い
。
こ
の
状
況
の
収
束
は
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え

な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
感
じ
方
・
捉
え
方
を
切
り
替
え
て
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
楽
し
く
現
状
を
捉
え
、
潤
い
の
あ
る
日

常
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
感
染
症
に
対
す
る
思
い
」

勘定科目 法人本部 指定障害者支援施設吉備路学園 吉備路学園(短期入所) 共同生活援助グループホーム 多機能型事業所みぞくち 合計 内部取引消去 事業区分合計
事業活動による収支
収入
就労支援事業収入 4,571,774 4,571,774 4,571,774
障害福祉サービス等事業収入 232,994,272 10,036,342 34,661,273 79,346,120 357,038,007 357,038,007
経常経費寄附金収入 900,000 422,000 1,322,000 1,322,000
受取利息配当金収入 1,446 525 251 38 195 2,455 2,455
その他の収入 1,500 3,268,244 1,560,510 4,830,254 4,830,254
事業活動収入計　　(1) 902,946 236,685,041 10,036,593 34,661,311 85,478,599 367,764,490 367,764,490
支出
人件費支出 173,330,349 26,838,941 64,666,658 264,835,948 264,835,948
事業費支出 33,632,822 870,758 5,320,056 7,137,121 46,960,757 46,960,757
事務費支出 983,810 27,359,799 540 4,132,001 2,877,229 35,353,379 35,353,379
就労支援事業支出 3,979,668 3,979,668 3,979,668
支払利息支出 135,291 135,291 135,291
その他の支出 1,723,769 19,152 1,467,010 3,209,931 3,209,931
事業活動支出計　　(2) 983,810 236,182,030 871,298 36,310,150 80,127,686 354,474,974 354,474,974
事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) ▲80,864 503,011 9,165,295 ▲1,648,839 5,350,913 13,289,516 13,289,516
施設整備等による収支
収入
施設整備等補助金収入 1,000,000 1,000,000 1,000,000
設備資金借入金収入 17,000,000 17,000,000 17,000,000
施設整備等収入計　(4) 17,000,000 1,000,000 18,000,000 18,000,000
支出
設備資金借入金元金償還支出 1,332,000 1,332,000 1,332,000
固定資産取得支出 19,720,600 2,792,084 22,512,684 22,512,684
ファイナンス・リース債務の返済支出 1,106,184 1,106,184 1,106,184
施設整備等支出計　(5) 22,158,784 2,792,084 24,950,868 24,950,868
施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5) ▲5,158,784 ▲1,792,084 ▲6,950,868 ▲6,950,868
その他の活動による収支
収入
積立資産取崩収入 3,541,431 3,541,431 3,541,431
事業区分間長期借入金収入 300,000 300,000 300,000
拠点区分間長期借入金収入 2,800,000 2,800,000 ▲2,800,000
拠点区分間長期貸付金回収収入 6,262,000 6,262,000 ▲6,262,000
事業区分間繰入金収入 2,500,000 2,500,000 2,500,000
拠点区分間繰入金収入 814,000 9,136,000 9,950,000 ▲9,950,000
その他の活動による収入計(7) 814,000 21,439,431 3,100,000 25,353,431 ▲19,012,000 6,341,431
支出
積立資産支出 1,986,188 258,696 712,182 2,957,066 2,957,066
拠点区分間長期貸付金支出 300,000 2,500,000 2,800,000 ▲2,800,000
拠点区分間長期借入金返済支出 1,102,000 5,160,000 6,262,000 ▲6,262,000
拠点区分間繰入金支出 250,000 7,800,000 300,000 1,600,000 9,950,000 ▲9,950,000
その他の活動支出計(8) 2,236,188 8,100,000 1,660,696 9,972,182 21,969,066 ▲19,012,000 2,957,066
その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) 814,000 19,203,243 ▲8,100,000 1,439,304 ▲9,972,182 3,384,365 3,384,365

当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) 733,136 14,547,470 1,065,295 ▲209,535 ▲6,413,353 9,723,013 9,723,013
前期末支払資金残高(11) 10,227,474 90,490,905 17,015,826 7,170,162 26,717,233 151,621,600 151,621,600
当期末支払資金残高(10)+(11) 10,960,610 105,038,375 18,081,121 6,960,627 20,303,880 161,344,613 161,344,613

勘定科目 法人本部 指定障害者支援施設吉備路学園 吉備路学園(短期入所) 共同生活援助グループホーム 多機能型事業所みぞくち 合計 内部取引消去 事業区分合計
サービス活動増減の部
収益
就労支援事業収益 4,571,774 4,571,774 4,571,774
障害福祉サービス等事業収益 232,994,272 10,036,342 34,661,273 79,346,120 357,038,007 357,038,007
経常経費寄附金収益 900,000 422,000 1,322,000 1,322,000
サービス活動収益計　　(1) 900,000 233,416,272 10,036,342 34,661,273 83,917,894 362,931,781 362,931,781
費用
人件費 168,662,156 27,313,147 64,776,539 260,751,842 260,751,842
事業費 33,632,822 870,758 5,320,056 7,137,121 46,960,757 46,960,757
事務費 983,810 27,359,799 540 4,132,001 2,877,229 35,353,379 35,353,379
就労支援事業費用 3,822,155 3,822,155 3,822,155
減価償却費 12,587,148 336,718 1,254,714 3,958,848 18,137,428 18,137,428
国庫補助金等特別積立金取崩額 ▲3,166,835 ▲137,500 ▲316,533 ▲3,620,868 ▲3,620,868
サービス活動費用計　　(2) 983,810 239,075,090 1,208,016 37,882,418 82,255,359 361,404,693 361,404,693
サービス活動増減差額　(3)=(1)-(2) ▲83,810 ▲5,658,818 8,828,326 ▲3,221,145 1,662,535 1,527,088 1,527,088
サービス活動外増減の部
収益
受取利息配当金収益 1,446 525 251 38 195 2,455 2,455
その他のサービス活動外収益 1,500 3,268,244 1,560,510 4,830,254 4,830,254
サービス活動外収益計　(4) 2,946 3,268,769 251 38 1,560,705 4,832,709 4,832,709
費用
支払利息 135,291 135,291 135,291
その他のサービス活動外費用 1,723,769 19,152 1,467,010 3,209,931 3,209,931
サービス活動外費用計　(5) 1,859,060 19,152 1,467,010 3,345,222 3,345,222
サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 2,946 1,409,709 251 ▲19,114 93,695 1,487,487 1,487,487
経常増減差額　　　　　(7)=(3)+(6) ▲80,864 ▲4,249,109 8,828,577 ▲3,240,259 1,756,230 3,014,575 3,014,575
特別増減の部
収益収益
施設整備等補助金収益 1,000,000 1,000,000 1,000,000
事業区分間繰入金収益 2,500,000 2,500,000 2,500,000
拠点区分間繰入金収益 814,000 9,136,000 9,950,000 ▲9,950,000
特別収益計　　　　　　(8) 814,000 11,636,000 1,000,000 13,450,000 ▲9,950,000 3,500,000
費用
固定資産売却損・処分損 9 9 9
国庫補助金等特別積立金積立額 1,000,000 1,000,000 1,000,000
拠点区分間繰入金費用 250,000 7,800,000 300,000 1,600,000 9,950,000 ▲9,950,000
特別費用計　　　　　　(9) 250,009 7,800,000 300,000 2,600,000 10,950,009 ▲9,950,000 1,000,009
特別増減差額　　　　　(10)=(8)-(9) 814,000 11,385,991 ▲7,800,000 ▲300,000 ▲1,600,000 2,499,991 2,499,991
当期活動増減差額　　　(11)=(7)+(10) 733,136 7,136,882 1,028,577 ▲3,540,259 156,230 5,514,566 5,514,566
繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額　(12) 62,338,605 163,729,432 18,433,080 ▲8,137,007 34,218,493 270,582,603 270,582,603
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 63,071,741 170,866,314 19,461,657 ▲11,677,266 34,374,723 276,097,169 276,097,169
基本金取崩額　　　　　(14)
その他の積立金取崩額　(15)
その他の積立金積立額　(16)
次期繰越活動増減差額　(17)=(13)+(14)+(15)-(16) 63,071,741 170,866,314 19,461,657 ▲11,677,266 34,374,723 276,097,169 276,097,169

貸借対照表 単位：円（自）平成 31年4月1日　（至）令和 2年3月31日
資産の部 負債の部

当年度末 前年度末 増減 当年度末 前年度末 増減
流動資産 212,503,310 201,155,095 11,348,215 流動負債 67,858,162 68,301,061 -442,899
　現金預金 114,898,229 108,838,208 6,060,021 　事業未払金 5,603,668 8,238,200 -2,634,532
　事業未収金 57,092,979 58,066,560 -973,581 　１年以内返済予定設備資金借入金 2,540,000 1,332,000 1,208,000
　原材料 230,575 73,062 157,513 　１年以内返済予定リース債務 1,106,184 634,440 471,744
　前払費用 2,673,389 2,831,127 -157,738 　１年以内返済予定拠点区分間長期借入金 37,608,138 31,346,138 6,262,000
　１年以内回収予定拠点区分間長期貸付金 37,608,138 31,346,138 6,262,000 　未払費用 3,201,171 3,005,643 195,528
固定資産 447,596,945 450,006,723 -2,409,778 　預り金 865,657 788,028 77,629
基本財産 322,944,155 331,511,037 -8,566,882 　職員預り金 1,629,258 4,152,785 -2,523,527
　土地 182,300,000 182,300,000 　賞与引当金 15,304,086 18,803,827 -3,499,741
　建物 140,644,155 149,211,037 -8,566,882 固定負債 24,149,904 18,052,857 6,097,047
その他の固定資産 124,652,790 118,495,686 6,157,104 　設備資金借入金 33,128,000 18,668,000 14,460,000
　土地 52,111,131 52,111,131 　リース債務 2,532,250 4,110,178 -1,577,928
　建物 22,793,848 23,559,940 -766,092 　事業区分間長期借入金 300,000 300,000
　構築物 4,624,065 5,221,871 -597,806 　拠点区分間長期借入金 -37,608,138 -31,346,138 -6,262,000
　車輌運搬具 3,151,069 1,531,927 1,619,142 　退職給付引当金 25,797,792 26,620,817 -823,025
　器具及び備品 36,267,523 22,327,130 13,940,393 負債の部合計 92,008,066 86,353,918 5,654,148
　有形リース資産 3,559,810 4,665,994 -1,106,184 純資産の部
　権利 115,429 158,209 -42,780 基本金 225,146,815 225,146,815
　ソフトウェア 49,662 154,206 -104,544 国庫補助金等特別積立金 51,067,376 53,688,244 -2,620,868
　投資有価証券 30,000 30,000 その他の積立金 13,460,599 13,460,599
　事業区分間長期貸付金 300,000 300,000 　工賃変動積立金 495,207 495,207
　拠点区分間長期貸付金 -37,608,138 -31,346,138 -6,262,000 　設備整備等積立金 1,095,392 1,095,392
　退職給付引当資産 25,797,792 26,620,817 -823,025 　人件費積立金 1,820,000 1,820,000
　工賃変動積立資産 495,207 495,207 　修繕積立金 6,600,000 6,600,000
　設備整備等積立資産 1,095,392 1,095,392 　備品等購入積立金 3,450,000 3,450,000
　人件費積立資産 1,820,000 1,820,000 次期繰越活動増減差額 278,417,399 272,512,242 5,905,157
　修繕積立資産 6,600,000 6,600,000 （うち当期活動増減差額） 5,905,157 -1,542,488 7,447,645
　備品等購入積立資産 3,450,000 3,450,000 純資産の部合計 568,092,189 564,807,900 3,284,289
資産の部合計 660,100,255 651,161,818 8,938,437 負債及び純資産の部合計 660,100,255 651,161,818 8,938,437

勘定科目 日中一時支援 合計 内部取引消去 拠点区分合計
事業活動による収支
収入
障害福祉サービス等事業収入 3,314,120 3,314,120 3,314,120
受取利息配当金収入 27 27 27
事業活動収入計　　(1) 3,314,147 3,314,147 3,314,147
支出
事業費支出 423,016 423,016 423,016
事務費支出 540 540 540
事業活動支出計　　(2) 423,556 423,556 423,556
事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2) 2,890,591 2,890,591 2,890,591
施設整備等による収支
収入
施設整備等収入計　(4)
支出
施設整備等支出計　(5)
施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)
その他の活動による収支
収入
その他の活動による収入計(7)
支出
事業区分間長期貸付金支出 300,000 300,000 300,000
事業区分間繰入金支出 2,500,000 2,500,000 2,500,000
その他の活動支出計(8) 2,800,000 2,800,000 2,800,000
その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8) ▲2,800,000 ▲2,800,000 ▲2,800,000

当期資金収支差額合計(10)=(3)+(6)+(9) 90,591 90,591 90,591
前期末支払資金残高(11) 1,929,639 1,929,639 1,929,639
当期末支払資金残高(10)+(11) 2,020,230 2,020,230 2,020,230

勘定科目 吉備路学園(日中一時支援) 合計 内部取引消去 事業区分合計
サービス活動増減の部
収益
障害福祉サービス等事業収益 3,314,120 3,314,120 3,314,120
サービス活動収益計　　(1) 3,314,120 3,314,120 3,314,120
費用
事業費 423,016 423,016 423,016
事務費 540 540 540
サービス活動費用計　　(2) 423,556 423,556 423,556
サービス活動増減差額　(3)=(1)-(2) 2,890,564 2,890,564 2,890,564
サービス活動外増減の部
収益
受取利息配当金収益 27 27 27
サービス活動外収益計　(4) 27 27 27
費用
サービス活動外費用計　(5)
サービス活動外増減差額(6)=(4)-(5) 27 27 27
経常増減差額　　　　　(7)=(3)+(6) 2,890,591 2,890,591 2,890,591
特別増減の部
収益
特別収益計　　　　　　(8)
費用
事業区分間繰入金費用 2,500,000 2,500,000 2,500,000
特別費用計　　　　　　(9) 2,500,000 2,500,000 2,500,000
特別増減差額　　　　　(10)=(8)-(9) ▲2,500,000 ▲2,500,000 ▲2,500,000
当期活動増減差額　　　(11)=(7)+(10) 390,591 390,591 390,591
繰越活動増減差額の部
前期繰越活動増減差額　(12) 1,929,639 1,929,639 1,929,639
当期末繰越活動増減差額(13)=(11)+(12) 2,320,230 2,320,230 2,320,230
基本金取崩額　　　　　(14)
その他の積立金取崩額　(15)
その他の積立金積立額　(16)
次期繰越活動増減差額　(17)=(13)+(14)+(15)-(16) 2,320,230 2,320,230 2,320,230

　
　
　
　
管
理
者
　
村
上
　
雅
昭

　
私
は
数
年
前
よ
り
夜
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
凝
っ
て
い

る
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
言
え
ば
聞
こ
え
が
良
い
が
い

わ
ゆ
る
散
歩
で
あ
る
。

　「
あ
ん
た
歩
き
ょ
う
る
割
に
は
痩
せ
ね
え
な
ー
」
と

言
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
歩
く
理
由
は
た
だ
一
つ
。

心
地
良
い
か
ら
で
あ
る
。
特
に
夏
か
ら
秋
に
か
け
て

は
日
が
落
ち
て
い
る
時
間
に
夕
暮
れ
を
見
な
が
ら
歩

く
。
冬
か
ら
春
に
か
け
て
は
真
っ
暗
な
畑
道
を
音
楽

聴
き
な
が
ら
歌
を
口
ず
さ
み
歩
く
。
最
高
で
あ
る
。

　
歩
き
な
が
ら
聞
く
曲
は
洋
楽
も
良
い
が
な
ん
て

言
っ
た
っ
て
口
ず
さ
め
な
い
。
や
は
り
日
本
の
曲
で
前

向
き
な
歌
詞
の
曲
が
お
勧
め
だ
。
今
年
は
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
こ
う
い
う
時
こ
そ
ポ

ジ
テ
ィ
ブ
で
あ
り
た
い
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
私

は
も
う
ア
ラ
フ
ィ
フ
だ
か
ら
。
残
り
少
な
い
人
生
前
向

き
に
い
き
た
い
の
で
あ
る
。

ア
ラ
フ
ィ
フ
の
つ
ぶ
や
き

管
理
者
　
村
上
　
雅
昭

　
さ
て
、
当
法
人
で
は
十
一
月
よ
り
念
願
の
新
事

業
と
し
て
「
相
談
支
援
事
業
所
　
サ
ポ
ー
ト
吉
備

路
」
を
開
所
し
ま
し
た
。
　
　

　
こ
の
度
、開
所
し
た
「
相
談
支
援
事
業
所 

サ
ポ
ー

ト
吉
備
路
」
で
は
、
法
人
内
の
職
員
が
相
談
支
援

に
携
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
利
用
者
の
皆
様
の
み
な

ら
ず
保
護
者
の
皆
様
と
も
し
っ
か
り
連
携
を
と
っ

て
い
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
計
画
作
成
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
だ
け
で
は
な
く
。
様
々
な
一
般
相
談
に

も
し
っ
か
り
と
の
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
事
業
所
職
員
一
同
中
年
パ
ワ
ー
で
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
つ
い
に
始
動
！
相
談
支
援
事
業
」

　
相
談
支
援
事
業
所
サ
ポ
ー
ト
吉
備
路

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　 

感
染
症
に
つ
い
て
」

吉
備
路
学
園
　
管
理
者
　
槙
枝
　
浩
文

　
令
和
元
年
度
終
盤
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

終
始
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

で
す
。

　
入
所
者
の
方
の
高
齢
化
・
重
度
化
が
進
む
当

園
で
は
、
令
和
二
年
の
二
月
末
よ
り
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
施
設
へ
入
れ
な
い
よ
う
に
、

入
所
者
の
皆
さ
ん
に
絶
対
感
染
さ
せ
な
い
よ
う

に
と
方
針
を
定
め
、
今
日
ま
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。
マ
ス
ク
、
手
指
衛
生
・
消
毒
、

換
気
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
連
日
の
感
染
者
情

報
に
注
意
を
払
い
、
入
所
者
の
方
の
帰
省
や
面

会
・
外
出
な
ど
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
短

期
入
所
や
日
中
一
時
も
休
業
す
る
と
い
う
苦
渋

の
決
断
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。
年
間
行
事
も
大

き
な
規
模
の
も
の
や
施
設
外
の
方
々
と
触
れ
合

う
も
の
に
つ
い
て
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
分
、
園
内
の
行
事
に
つ
い
て
は
、

夏
の
水
遊
び
、
季
節
ご
と
の
ミ
ニ
吉
備
路
祭
り

な
ど
、
入
所
者
の
方
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
帰
省
の
か
わ

り
と
い
う
に
は
不
十
分
で
す
が
オ
ン
ラ
イ
ン
面

会
も
開
始
し
ま
し
た
。
職
員
も
例
外
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
不
要
不
急
の
外
出
は
避
け
、
県
外
へ

の
旅
行
や
多
人
数
で
の
集
ま
り
へ
の
参
加
は
自

粛
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
先
は
、「
ど
の
よ
う
に
ウ
イ
ル
ス

と
付
き
合
う
か
」
を
考
え
な
が
ら
、
新
し
い
生

活
様
式
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

ま
す
。「
持
ち
込
ま
な
い
」、「
広
げ
な
い
」、「
早

期
発
見
」
に
気
を
付
け
、
皆
さ
ん
一
丸
と
な
っ

て
こ
の
状
況
を
乗
り
切
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
ま
た
、
笑
顔
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。

令
和
二
年
八
月
三
十
一
日
付

　
　
　
　
　
　
　
支
援
員
　
　
高
原
　
ま
さ
美

令
和
二
年
三
月
十
一
日
付

　
　
　
　
　
　
　
支
援
員
　
　
瀬
良
　
昌
資
　

令
和
二
年
四
月
一
日
付

　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
　
釼
持
　
三
重
子

　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
　
河
田
　
啓
子
　

　
　
　
　
　
　
　
世
話
人
　
　
植
田
　
貴
子

令
和
二
年
五
月
十
一
日
付

　
　
　
　
　
　
　
調
理
員
　
　
笠
松
　
直
央

《
退
職
職
員
》　

《
新
任
職
員
紹
介
》　


